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編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

102-112 高等学校 公民 公共  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 公共 708 公共 

 

１．編修の基本方針 

（1）公民科の必履修科目として，人間と社会の在り方についての基本的で幅広い知識・教

養，ならびに情報を適切かつ効果的に取り扱う技能を身に付けられるようにした。さ

らに，ある話題について深く掘り下げる必要がある場合には「CLOSE-UP」で詳しく

解説した。 

（2）学習した知識・教養・技能を基礎として，学習者が人間としての在り方生き方につい

てみずから考えようとし，また社会の形成に主体的に寄与しようとする態度を育成で

きるよう，探究的な活動を行うコーナー，ページ（「THINKING TIME」）を多く設

けた。 

（3）自国や国際社会における現代のさまざまな課題に関し，学習者がみずから問いを立て

て多面的・多角的に考察し，自主的・自律的に選択・判断できるよう，多様な観点の

題材や資料を掲載した。 

２．対照表 
 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 
 

 第1章 公共的な空

間をつくる私た

ち 
第 1節 青年期と自

己形成 

第 2節 人間として

の自覚 

第 3節 日本人とし

ての自覚 

・青年期の持つ意義や自己形成の課題について考えさせる

とともに，青年としての生き方について自覚を深めさせ

るように展開した（第 2 号）。 

・「善く生きること」を目指した先人の思索を紹介すると

ともに，その先人たちがどのように社会に対していたか

を考察できるようにした（第 1 号）（第 3 号）。 

・先人の思索や日本の生活文化・伝統を紹介し，学習者自

身や学習者の周りに暮らす人々の価値観や生き方への影

響について気付かせるよう配慮した（第 5 号）。 

12～17 
ページ 

 

18～23 
ページ 

 

24～29 
ページ 

 

第2章 公共的な空

間における人間

としてのあり方

生き方 
第 1節 西洋近現代

の思想 

第 2節 現代の諸課

題と倫理 

・「理性的に生きること」を目指した先人の思索を紹介す

るとともに，その先人たちがどのように社会に対してい

たかを考察できるようにした（第 1 号）（第 3 号）。 

・自然の生態系が持つ特徴や人類の活動が自然に与える影

響を知り，地球規模で環境保全に取り組まねばならない

ことを気付かせるような構成にした（第 4 号）。 

・生命科学やバイオテクノロジーの発展にともない提起さ

れてきたさまざまな問題について，多様な角度から考察

できるような構成にした（第 4 号）。 

32～45 
ページ 

 

46～51 
ページ 

 

52～55 
ページ 
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第3章 公共的な空

間における基本

原理 
第 1節 民主社会の

基本原理 

第 2節 日本社会の

基本原理 

・民主社会や日本国憲法の基本原理を紹介し，他者と共に

生きる社会の実現にむけてどのようなことが大切なのか

に気付かせるよう配慮した（第 1 号）（第 2 号）。 

・男女の平等，個人の価値の尊重，共生社会などの観点か

ら，誰もが生きやすい社会の実現について考察できるよ

うにした（第 2 号）（第 3 号） 

64～89 
ページ 

 

80～89 
ページ 

 

 

 

 

 

 

第4章 現代の民主

政治と政治参加

の意義 
第 1節 日本の政治

機構 

第 2節 政治参加と

民主政治の課題 

・統治機構の基本的なしくみを理解し，現代の政治状況

に対する見方を養えるような構成にした（第 1 号）

（第 3 号）。 

・日本の司法制度に関する基本的な知識を身に付け，主

権者として，自主・自律，正義，公共の精神などの観

点から，よりよい選択・判断ができる力を身に付けら

れるよう配慮した（第 1 号）（第 2 号）（第 3 号）。 

・積極的に社会の形成に参画したり，政治に参加したりす

ることの重要性や意義を知り，これらに主体的に寄与す

る態度を育成できるよう配慮した（第 3 号）。 

92～105 
ページ 

 

96～105 
ページ 

 
 

106～117 
ページ 

 

第5章 現代の経済

社会と経済活動

のあり方 
第 1節 経済のしく

みと市場機構 

第2節 財政と金融 

第 3節 日本経済の

発展と変化 

第 4節 豊かな生活

と福祉の実現 

・経済の基本的な理論やしくみを理解することにより，

現代の経済状況に対する見方を養うとともに，幸福・

正義・公正などの観点から解決策について考察できる

ような構成にした（第 1 号）（第 3 号）。 

・これまでの日本経済の進展とその変化を紹介するとと

もに，中小企業や地域の経済，また農業が果たす役割

の大切さについて気付かせるよう配慮した（第 5
号）。 

・法と契約に関する基本的な知識を身に付け，消費者と

して，自主・自律，正義，公共の精神などの観点か

ら，よりよい選択・判断ができる力を身に付けられる

よう配慮した（第 1 号）（第 2 号）（第 3 号）。 

・日本の労働法制について，その施行内容や改正内容を

紹介し，勤労や男女共同参画の意義について理解を深

めさせるよう配慮した（第 2 号）（第 3 号）。 

120～175 
ページ 

 
 

146～155 
ページ 

 
 

156～161 
ページ 

 
 

164～169 
ページ 

 

第6章 国際社会の

動向と日本の役

割 
第 1節 国際政治の

動向 

第 2節 国際政治の

課題と日本の役割 

第 3節 国際経済の

動向と国際協力 

・国際法や国際組織の理念について紹介するとともに，

国際社会をめぐる動向や日本との関係を概観しなが

ら，日本社会の一員として，国際社会の平和と発展に

寄与する態度を育成できるよう配慮した（第 1 号）

（第 5 号）。 

・国際経済のしくみを理解するとともに，世界の経済を

めぐる動向や日本との関係を概観しながら，日本社会

の一員として，国際社会の平和と発展に寄与する態度

を育成できるよう配慮した（第 1 号）（第 5 号）。 

178～205 
ページ 

 
 
 

206～221 
ページ 

 
 

持続可能な社会づ

くりの主体とな

る私たち 
課題探究の観点 

・現代社会が抱えるさまざまな課題を考察するにあたっ

て，どのような観点が存在するのかを具体例をあげてわ

かりやすく示した（第 1 号）。 

222～225 
ページ 
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課題探究の手引き 
・日常生活や学習の過程で生じた疑問に対し，自発的に疑

問を解明する態度を養えるようにした（第 1 号）。 
226～235 
ページ 

  
３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・カラーユニバーサルデザインに配慮し，見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザ

インフォント（UD フォント）を使用した。 

・p.6「本書の構成」や節の冒頭に「二次元コード」を設け，関連するサイトや動画へのリ

ンク，学習理解度を確認する「確認テスト」のページにアクセスできるようにした。 

・前見返しに「今日の世界」「日本の世界遺産」を掲載し，他国の尊重，我が国の伝統や

文化の尊重の意識を高められるようにした。 

・一般的な教養を高め，専門的知識を習得する一助として，p.2～3 に「ニュースの記録」

を設けた。 

・p.8～9「Introduction」では，広場，空港，駅，図書館，コンビニエンスストアを例に

「公共」とは何かを考えさせる内容としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・p.10～11 では，「『哲学対話』を始めてみよう」のコラムを設け，対話的な実践によっ

て学校教育法第 21 条・第 51 条での目標の達成を図ることができる。 

・本文中の太字や読みにくい漢字に積極的にルビをつけ，一般的な教養を高められるよう

に配慮した。 

・中学校公民とのつながりを重視し，本文重要語句のうち，中学校公民で学習した最重要

用語には赤下線を引いた。 

・学校教育法第 51 条「社会について，広く深い理解と健全な批判力を養い」の規定を踏

まえ，「CLOSE-UP」「THINKING TIME」での「考えてみよう」「話し合ってみよ

う」のコーナーで思考力・表現力を養う機会を数多く設けた。 

・p.226～235 に「課題探究の手引き」を設け，課題探究活動を行いやすくするための配慮

をした。 

・巻末資料として日本国憲法をはじめ，民法や刑法など社会での暮らしに関連する法令を

掲載した。 

・現代の日本と世界の動きを理解する一助として，後見返しに「現代の日本と世界」（年

表）を設けた。 
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編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

102-112 高等学校 公民 公共  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 公共 708 公共 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

（1）公民科の目標に留意したうえで，授業でも扱いやすい教科書配列 

まず，選択・判断の手掛かりとなる概念や理論，公共的な空間における基本的原理につい

て学ぶ（第 1 章～第 3 章）。次に，それまでの学習内容を活用して，実例としての法・政治

・経済に関する現代の諸課題を学ぶ（第 4 章～第 6 章）。最後に，現代の諸課題を主体的に

解決するためのより実践的なアウトプット方法を学ぶ（持続可能な社会づくりの主体となる

私たち）。 

（2）生徒の理解に役立つさまざまな構成要素 

◆Introduction 

各章の始めに見開き 2 ページで設け，公共にかかわるさまざまな話題を取り上げた。

学習への関心・意欲を高められるように，高校生にとって身近な話題に関する図表・写

真を多く用いた。 

◆本文 

生徒が一読して理解できる文章となるよう工夫を行っている。中学校公民で学習した

最重要用語に赤下線を引き，中学校での学習を踏まえて高等学校の学習ができるように

配慮した。また，項目内に小見出しをつけ，学習内容がはっきりわかるようにした。 

その他，次のような工夫をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

③ 

⑥ 

② 

④ 

⑤ 



2 
 

①図表・写真：本文上部に図表・写真・イラストなどを掲載することにより，生徒が興

味を持って学習でき，本文に関連する内容を視覚的に理解・把握できるようにした。 

②問いかけ：授業展開を容易にし，かつ目的意識を持って学習できるように，各項目に

「問いかけ」を設けて，「問い」を常に意識しながら学習できるようにした。 

③補足／文献・資料／判例：本文に掲載された事項について，その内容をさらに深く理

解するための解説を本文横などに設けた。 

④プラスα：公共を理解するうえで参考になる内容を取り上げた。 

⑤point：本文末に各項目で学習した内容のまとめを簡潔に記し，生徒の理解に役立つよ

うにした。 

⑥CHECK：本文末に各項目で学習した内容を確認できるコーナーを設けた。 

◆CLOSE-UP／SKILL-UP 

「CLOSE-UP」では，本文の関連内容を中心に，一つの話題について深く掘り下げて

学ぶことができる。「SKILL-UP」では，さまざまな情報を適切かつ効果的に調べまとめ

る技能などを身に付けることができる。 

◆THINKING TIME 

各項目の学習内容に関連する話題を取り上げ，公共に関するさまざまな問題を考察す

ることができる。対話形式の文章により，合意形成や社会参画を視野に入れつつ議論す

る力を養えるようにした。 

 

 

◆持続可能な社会づくりの主体となる私たち 

それまでの学習内容を踏まえて，現代の諸課題を主体的に解決するためのより実践的

なアウトプット方法を取り上げた。 

◆資料 

日本国憲法をはじめ，民法や刑法など社会での暮らしに関連する法令を掲載した。 

 

◆「THINKING TIME」 ◆「CLOSE-UP」 
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（3）公共の内容に関連した特徴的なコラムの掲載 

公共の学習指導要領で示された内容に関連した特徴的なテーマを，各コラムで随時取り上

げている。 

◆「哲学対話」を始めてみよう（p.10～11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆CLOSE-UP 11 模擬民事調停を実践してみよう（p.102～103） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆THINKING TIME 11 高校生はどこまで政治にかかわれるの（p.116～117） 
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２．対照表 
 
 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当 

時数  

 

 

第1章 
公共的な空間をつくる私たち 

A 公共の扉 
（1）公共的な空間を作る私たち 

8～29 
ページ 

6 

第2章 
公共的な空間における人間と

してのあり方生き方 

A 公共の扉 
（2）公共的な空間における人間

としての在り方生き方 

30～61 
ページ 

9 

第3章 
公共的な空間における基本原

理 

A 公共の扉 
（3）公共的な空間における基本

的原理 

62～89 
ページ 

8 

 第4章 
現代の民主政治と政治参加の

意義 

B 自立した主体としてよりよい社

会の形成に参画する私たち 
ア-（ア）（イ）（エ），イ 

90～117 
ページ 

9 

 第5章 
現代の経済社会と経済活動の

あり方 

B 自立した主体としてよりよい社

会の形成に参画する私たち 
ア-（ア）（ウ）（エ），イ 

118～175 
ページ 

17 

第6章 
国際社会の動向と日本の役割 

B 自立した主体としてよりよい社

会の形成に参画する私たち 
ア-（イ）（ウ）（エ），イ 

176～221 
ページ 

15 

持続可能な社会づくりの主体と

なる私たち 
C 持続可能な社会づくりの主体と

なる私たち 

222～235 
ページ 

6 

 
計 70  
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